
せんし、犯人捜しもできません。大切なこと 

は自分たちが生活する環境を自分たちでしっか

り管理する意識を強くもち、自分事として捉え

「自浄作用」を発揮することです。「自浄作

用」は、自然界において川や海大気などが、自

らの力で汚れを浄化する働きを指します。川に

流れ込んだ汚染物質が微生物の働き（沈殿・吸

着など）によって分解され、次第にきれいにな

る現象が「自浄作用」です。 

新品で高価なスマホは、誰でも大切に使いま

すが、使い古した物は乱雑に扱うものですそれ

でも、高価な物はそう簡単には買い換えること

はできないので、意識して大事に扱う必要があ

ります。生徒の皆さんが普段生活している学校

は、入学する前から傷や傷んでいる箇所はあり

ますが、これ以上汚したり、壊したりしてはい

けないことは皆さんが分かっていることです。 

「学校にガムを持って登校することは厳禁で

す。やっていけないことは、やってはならない

のです。」 

何か不平や不満があってこのようなことをし

ているのであれば、絶対に間違っています。不

平不満があれば、私たち教員や大人に相談して

ください。私たち大人は、必ずそれを受け止め

ます。また、教員や大人に相談できない場合

は、信頼できる友人に相談してください。も

し、皆さんの周りにガムを吐き捨てる、ごみを

捨てる友人をみかけたら、注意できるといった

友人関係を築き、落ちているごみは積極的に拾

う人であってほしいと願っています。 

全ては「因果応報」です。「良い行いをすれ

ば幸せが訪れるし、悪い行いをすれば災いが降

り掛かる」というように行動の善悪に対応する

結果が全部自分に返って来るのです。 

是非、御家庭でもガムの吐き捨てに関する自

浄作用について話題にしてください。 

 

 

 

 

 

 

自浄作用と因果応報 

校長 中澤 正明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月 31日（金）に、「Let’s Enjoy Chorus

～青春の１ﾍﾟｰｼﾞ～」のスローガンの下、音楽

祭が行われました。10月からの１カ月間、音

楽祭の開催に向け、音楽の時間や放課後の時

間を使っての練習をクラスが一丸となって行

い、秋の澄み渡った青空に、生徒の歌声、合唱

を響き渡らせてくれました。  

 生徒は、クラス全員が協力して一つの音楽

を創り上げることに取り組みました。音楽祭

という年に一度の学習発表会は、普段の音楽

授業で学習した知識や技能をフル活用し、よ

り発展的な学習という位置付けはもとより、

「級友と協力して、心を一つに合唱すること

を成し遂げ、みんなでハーモニーを創り上げ

る」という意味合いが強いと考えます。     

 音楽祭をとおしての体験から獲得できる力

は、揺るぎない力となっているはずです。例

えこの先困難な状況に直面した時でも応用が

利きます。その力の育成が音楽祭という一大

行事をとおしての学びですから、自信にもな

ります。そして、音楽祭をとおして培った自

信は、やれば必ずできるという力につながっ

たはずです。やれば必ずできるという力を秘

めている皆さんに、目の前のことを全力で取

り組み、一つ一つ確実に成し遂げることで必

ず成果につながるということを教わった音楽

祭でした。 

一方で、今学校では、先日来、駐輪場、ト 

イレなど数カ所でガムの吐き捨てがみつかっ

ています。みつけた生徒が報告してくれてい

ますが、大変に落胆し、残念な思いがしてな

りません。たった一つのガムの吐き捨てかも

知れませんが、それが積もり積もって行くと

やがてもっと大きな重大事態につながるので

はないかと危惧しています。ほんの一握りの

生徒だと思われます。追求することはできま 
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ガムの吐き捨ての件については、全校生徒に「知っていることはないか」アンケートを取りました。その

中で「この件について自分はどう思うか」「これからの板倉中学校をどんな学校にしたいか」についても聞

いてみました。ほとんどの生徒がしっかりした意見を書いていました。以下に代表的な意見を載せます。 

「この件についてどう思いますか」 
・とても嫌な気分になった。昼休みや部活の時間を奪っていることをどう思っているのか。 

・ガムは学校に持ってきてはいけないものなのに、学校で食べているなんて許せないと思う。 

・なぜこんなことをしてしまうのか疑問に思う。何か不安なことや悩み事があるのなら、友達や先生に相

談した方がよいと思う。 

・みんながルールを守りながら生活しているのに、一部の人が守らないとルールの意味がないのではない

か。 

・公共の施設はみんなで使いう場なのだから、気持ちよく使えるように気を付けるべきだ。 

・最近、こんなことばかり起きていて、やりきれない気分になる。 

「これからの板倉中学校をどんな学校にしていきたいですか」 
・みんなが安心して過ごせる学校。 

・生徒全員が自覚と責任をもって行動できる学校。 

・悩みを抱え込まないで、誰とでも気軽に相談できる雰囲気の学校。 

・こんなことがあっても、すぐに名乗り出ることができる雰囲気の学校。 

・みんなで使う場所や施設を大切にできる学校。 

・友達のことを考え、やってはいけないことをダメだといえる学校。 

・当たり前のことを当たり前にできる学校。 

《 １０月～１１月のおもな出来事 》 

 10 月 27 日に校内ダンス発表会がありました。練習期間が短い中でしたが、限られた時間の中で精一杯練習に取

り組みました。講師の先生 2 名によるオープニングダンスから始まり、どのグループも素晴らしいダンスを披露してく

れました。生徒同士で盛り上げ、楽しい雰囲気の発表会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ガムの吐き捨てに関するアンケートから 

１１月２日に、「板倉ふれあいまつり」が開催されました。板倉中生は、輪投げやボウリング等の子ども縁日、吹奏

楽部の演奏、板倉駅伝、美術作品やレゴ作品の展示など、色々な場面で活躍しました。幼い子どもから大人まで

様々な年代の方と関わるという、学校生活ではなかなか経験することができない貴重な１日を過ごすことができまし

た。地域の方からも板倉中生の活動は、とても好評でした。 

 



板倉中学校区「部落問題学習会」を終えて 
 10 月 28 日（火）、「絆創膏の会」大湾 昇様をお招きし、「部落問題」についての講演会を行いました。大湾様から

は、「出会いと表現～あることをないことにしない～」という演題の下、御自分の経験をもとに、分かりやすい言葉でお

話いただきました。板小・豊原小の 6年生とともに、中学生の皆さんも真剣な表情で聞き入っていました。 

音楽祭―Let’s Enjoy Chorus～青春の 1 ﾍﾟｰｼﾞ～ 
10月 31日（金）に、板倉中学校音楽祭が開催されました。今年度は、音楽祭実行委員を中心に様々な委員会が

協力して、学校全体で作り上げた音楽祭となりました。各クラスが一丸となって練習してきた歌声を響かせただけで

なく、表現発表の部ではけん玉やダンス、バンド演奏などが披露されました。また職員合唱や吹奏楽部の演奏もあ

り、まさに「音楽祭」にふさわしい 1日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2 の皆さんへ 

合唱曲、とても良かったです。

歌詞に合わせて歌い方を変えて

いるところがすごいと思いました。

課題曲も goodでした。来年も頑張

ってください。 

Ｓ さん 

3-2 の皆さんへ 

「手紙～拝啓 15 の君へ～」がも

のすごくきれいだと思いました。音

程が正確にとれていて、とてもいい

なと思いました。 

 Ａ さん 

1-1 の皆さんへ 

 男子は迫力があって良か

ったし、女子は強弱がしっか

りしていて良かったです。来

年も頑張ってください。 

Ｉ さん 

音楽祭のあと、全員が他のクラスにメッセー
ジを送りました。そのうちの一部を掲載いた
しました。 

3-1 の皆さんへ 

音楽祭お疲れ様でした。自由

曲の「結―ゆいー」すごく感動し

ました。そして、表現が豊かで、

ハモリもとても良かったです。歌

声がきれいでした。 

Ｙ さん 

2-1 の皆さんへ 

 全員の息がそろっていて、すごく

良かったです。2 年生の歌声はとて

もきれいであこがれます。歌ってい

る表情が明るくて、聞いていて明る

い気持ちになれました。 

1-2 長野 愛桜さん 



11月 12日、３年生を対象に命きずなを考える講座が行われました。

「かけがえのない自分 ～知ろう、自分の心と体～」をテーマに、生

命誕生の尊さや自分の体の成長や心の発達について学びました。生徒

の振り返りでは、「普段あまり考えない自分の命や体について、真剣に

考えることができた。この先、困ったことがあったら早めに大人に相談した

い。」「自分を産んでくれた親に感謝し、これからも奇跡のような自分と仲間の

命を大切にしていきたい。」等のコメントがありました。この講座で学んだこ

とを忘れずに、心も体もさらに成長してほしいと思います。

 
栄光の記録  各部の大会結果 
□ 滋賀国民スポーツ大会（わた SHIGAか輝くスポ体 2025）10月３日（金） 

新潟県代表 GKとしてサッカー少年女子に出場  Ｙ さん 

□ 陸上部 上越地区秋季陸上競技記録会 10月 25日(土) 新井総合公園陸上競技場 

1年男子  100m 第４位 Ｆ さん 

共通男子  走高跳 第５位 Ｆ さん 

共通女子  200m 第８位 Ｙ さん 

共通女子  走高跳 第２位 Ｎ さん 

 第５位 Ｕ さん 

共通女子  4×100mR 第７位 
Ｕ さん・Ｙ さん 

Ｎ さん・Ｙ さん 

□ 卓球部 上越地区中学校新人卓球大会 11月２日(日) 上越市総合体育館 

1年女子個人 ベスト 16 Ｓ さん（県大会出場 11月 30 日 小千谷市総合体育館） 

《 １２月の主な予定 》   ※ 予定は変更することがあります。あらかじめ御了承ください。 

 

 

 

 

〘 お 願 い 〙 
◆◆◆ 板倉中学校の Webサイトについて ◆◆◆  
・ 生徒たちの活動の様子が閲覧できます。随時更新していますので御覧ください。 

・ 各種申請書や許可書は、右 QRコードから読み取りをお願いします。 

◆◆◆ 緊急連絡電話について ◆◆◆ 
・ 板倉中学校：0255－78－2013  板倉中学校緊急電話：080-7189-1092 （平日） 

・ 上越市教育委員会緊急電話：080-2371－0781 (休日・閉庁日) 

 

12月２日 （火） 生徒会役員選挙 立会演説会・投票 

５日 （金） 学校給食運営協議会 

７日 （日） 吹奏楽部 アンサンブルコンテスト(上越文化会館) 

８日 （月） 単元テスト 

９日 （火） 単元テスト ２年薬物乱用防止教室 

10日 （水） 期末面談・三者面談 (～12日まで)   

18日 （木） いなほタイム 

23日 （火） ２学期終業式 

1月８日 （木） ３学期始業式 


